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出
演
者

新
公
益
法
人
制
度
へ
の

対
応
方
針
を
決
定

７
月
県
知
事
へ
一
般
法
人
へ
の
移
行
申
請
を
行
う

5月25日開催
第2回理事会

　

５
月
24
日（
木
）に
評
議
員
会
が
、25
日（
金
）に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、平
成
23
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
と
24
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
25
年
度
11
月
末
ま
で
に
期
限
が
迫
る「
新
公
益
法
人
制
度
」に
対
応
す

る
た
め
、「
一
般
財
団
法
人
」へ
の
移
行
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、必
要
書
類
等
の
準
備

が
で
き
次
第
、熊
本
県
知
事
へ
の
移
行
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
事
業
で
は
、3・11
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
福
島・宮
城・岩
手
３
県
の
学
校

へ
特
別
支
援
事
業
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
贈

り
ま
し
た
。被
災
校
や
自
治
体
か
ら
感
謝
の

お
手
紙
等
が
届
い
て
い
ま
す
が
、現
在
教
育
会

館
ロ
ビ
ー
に
て「
図
書
寄
贈
事
業
の
報
告
」を

行
って
い
ま
す
。

　

本
年
度
も「
図
書
寄
贈
」の
ほ
か「
メ
ン
タ
ル

ヘル
ス・こ
こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
」「
育
児
休
業
者

現
場
復
帰
支
援・カ
ム
バッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」「
教

育
会
館
寄
席
」「
教
職
員
の
電
話
相
談
室・レ

モ
ン
グ
ラ
ス
」「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
熊
本
の
支

援
」「
県
か
る
た
協
会
と
の
共
催
事
業
」「
日

本
将
棋
連
盟
と
の
協
賛
事
業
」等
を
継
続
し

ま
す
。

　

ま
た
、新
公
益
法
人
制
度
への
対
応
の
た
め

「
公
益
事
業
と
そ
の
他
事
業
の
区
分
経
理
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、２
年
間
の
試
行
に
よ

り「
移
行
申
請
」が
で
き
る
会
計
処
理
に
到

達
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。更
に「
移

行
方
針
」は
、こ
れ
ま
で
の
公
益
事
業
を
将
来

に
わ
た
って
実
施
す
る
た
め「
一般
財
団
法
人
」

への
移
行
が
妥
当
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。７
月

移
行
申
請
を
行
い
、平
成
25
年
３
月
末
現
法

人
を
解
散
し
、４
月
新
法
人
の
設
立
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

新
公
益
法
人
制
度
・
移
行
方
針

　

平
成
20
年
12
月
1
日
施
行
の
新
公
益
法

人
３
法
への
対
応
と
し
て
、一般
財
団
法
人
への

移
行
を
行
い
ま
す
。

　

移
行
認
可
申
請
は
、電
子
申
請
を
行
い
ま

す
。申
請
の
主
な
内
容
は
下
記
の
通
り
で
す
。

①
移
行
認
可
申
請
書

②
定
款
の
変
更
の
案

③
事
業
計
画

④
収
支
予
算

⑤
公
益
目
的
支
出
計
画

定
款（
変
更
の
案
）

　

現
法
人
を
運
営
す
る
基
本
規
定
は「
寄
附

行
為
」で
す
が
、新
法
で
は「
定
款
」と
な
り
ま

す
。理
事
会
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て

い
る
よ
う
な
定
款
を
決
定
し
ま
し
た
が
、移

行
認
可
後
法
務
局
へ
の
設
立
登
記
を
行
い
発

効
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
1
章　

総
則

（
名
称
）

第
1
条　

こ
の
法
人
は
、一般
財
団
法
人
熊
本

県
教
育
会
館
と
称
す
る
。

（
事
務
所
）

第
2
条　

こ
の
法
人
は
、主
た
る
事
務
所
を

熊
本
県
熊
本
市
に
置
く
。

第
2
章　

目
的
及
び
事
業

（
目
的
）

第
3
条　

こ
の
法
人
は
、熊
本
県
下
の
教
職

員
及
び
教
育
関
係
者
並
び
に
児
童・生
徒
等

の
保
護
者
の
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
活
動

を
助
成
し
、そ
の
教
養
を
高
め
る
と
共
に
福

祉
増
進
に
関
す
る
事
業
、ま
た
、児
童・生
徒

等
の
教
育
の
充
実
や
教
育
環
境
の
整
備
に
関

す
る
事
業
を
行
い
、も
って
本
県
教
育
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
4
条　

こ
の
法
人
は
、前
条
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、次
の
事
業
を
行
う
。

⑴
熊
本
県
教
育
会
館
の
経
営
に
関
す
る
事
業

⑵
教
職
員
及
び
教
育
関
係
者
並
び
に
児
童・

生
徒
等
の
保
護
者
の
教
育
活
動
助
成
と
教
養

向
上
に
関
す
る
事
業

⑶
教
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
業

⑷
児
童
･
徒
等
の
教
育
に
関
す
る
事
業

⑸
児
童
･
生
徒
等
の
教
育
環
境
に
関
す
る
事

業⑹
教
職
員
及
び
教
育
関
係
者
並
び
に
児
童

･
生
徒
等
と
そ
の
保
護
者
に
必
要
な
物
資

を
購
入
し
、供
給
す
る
事
業

⑺
そ
の
他
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業

第
3
章　

資
産
及
び
会
計

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

～第４回「柳家さん喬」寄席～～第４回「柳家さん喬」寄席～

学校寄席１
●日時 １１月２６日(月) 13：50～１５：20

●会場 熊本市立千原台高等学校（約６００名）

こころゆったりヒーリングセミナー
～たまには自分にごほうびを！～

（１）目　　的 忙しい毎日を過ごされる教職員に、ゆったりとした
時間、自分を見つめ直す時間を過ごしていただく
ために開催します。

（２）内　　容 演題　「こころと身体のリラックス法」
 ①メンタルヘルスに関する基礎知識を身につける
 ②自分のリラックス法を身につける
（３）講　　師 臨床心理士　高木ひろみ先生（弓削病院）
（４）参加対象 教職員、先着順２０名。昨年参加されていない方を

優先します。
リラックスできる服装をご用意下さい。

（１）目　　的 育児休業中の教職員が現場復帰する際に、子ども
を抱え大きな精神的なストレスを感じています。
少しでも不安を解消してスムーズに教育現場に復
帰できるように、県教育委員会、公立学校共済組
合にご協力いただいて開催します。

（２）講　　師 県教育委員会・公立学校共済組合から
（３）参加対象 熊本県下の公立学校に勤務する教職員で育児休

業を取得中の方
（４）開催日時 １１月２０日（火）１３：００～１６：００
（５）会　　場 火の国ハイツ（熊本市東区石原２丁目２－２８）
（６）申 込 先 熊本県教育会館・担当（笹浪）
 電話（０９６－３７２－３８００）
（７）申込締切 ５０名　申込の方法は「教育会館ホームページ」に

９月から掲載します。

（５）開催日時 ８月３日（金）
 ・受付 ９：４５～
 ・第１部　セミナー １０：００～１１：３０
 ・第２部　会食 １２：００～１３：００
 ・解散 １３：００
（６）会　　場 熊本県教育会館５階（熊本市中央区九品

寺1丁目11－4）
（７）参 加 費 1000円（当日受付でいただきます）
（８）申 込 先 熊本県教育会館・担当（笹浪）　
 電話（０９６－３７２－３８００）
（９）申込締切 ７月２０日（金）１６時まで、必ず電話でお

申込下さい。

平成24年度 理事・監事

理 事 長 今村　良博 豊福小学校

副理事長 今泉　克己 熊本県高等学校教職員組合

 〃 井上　知行 熊本県教育政策課福利厚生室長

常務理事 西嶋　　正 熊本県教職員組合

理　　事 松﨑　哲郎 大野小学校

 〃 林　　賢一 阿蘇中学校

 〃 平江　佳幸 荒尾第四中学校

 〃 岩田　智子 御船中学校

 〃 竹田　妙子 西合志南小学校

 〃 石原　哲也 熊本支援学校

 〃 松村　　亮 熊本工業高等学校

 〃 林　　俊光 ひのくに高等支援学校

 〃 角居　恭一 熊本県小中学校長会事務局長

 〃 田中　和幸 熊本県公立高等学校長会事務局長

 〃 兼行　雅雄 熊本県総務部総務税務局総務事務センター長

 〃 大津信一郎 熊本市総務局職員厚生課

 〃 井上　正文 熊本市教育委員会事務局教育政策課長

 〃 野田　　実 前理事長

 〃 東　　市子 元理事長

 〃 光永　新治 元理事長

 〃 吉田　　恪 元副理事長

 監　事 須藤　哲郎 住吉中学校

 〃 横田　方正 合志中学校

 〃 豆塚　健次 湧心館高等学校

 〃 嶋田　久義 東稜高等学校

 〃 吉永賢一郎 公認会計士

教育教育文化事業の
文化事業のご案内
ご案内

教育文化事業のご案内

就任のご挨拶
理事長　今村良博

役　職 氏　名 　　　　　　　所　　属　
評議員 井上　知行 全体区分（熊本県教育委員会）
　〃 井上　正文 　〃　　（熊本市教育委員会）
　〃 角居　恭一 　〃　　（小中学校長会）
　〃 田中　和幸 　〃　　（県立学校長会）
　〃 渡邉　博昭 地域区分（緑ヶ丘小学校）
　〃 丸野　純哉 　〃　　（山ノ内小学校）
　〃 岩田　智子 　〃　　（御船中学校）
　〃 平江　佳幸 　〃　　（荒尾第四中学校）
　〃 林　　俊光 　〃　　（ひのくに高等支援学校）
　〃 㔟田　昭一 　〃　　（鹿本農業高等学校）
　〃 光永　新治 　〃　　（小中学校退職者）
　〃 小林　敏夫 　〃　　（県立学校退職者）

役　職 氏　名 　　　　　　　所　　属
理　事 野田　　実 全体区分（前理事長）
　〃 東　　市子 　〃　　（元理事長）
　〃 赤塚　　敏 　〃　　（元副理事長）
　〃 今村　良博 地域区分（豊福小学校）
　〃 西嶋　　正 　〃　　（熊本県教職員組合）
　〃 今泉　克己 　〃　　（熊本県高等学校教職員組合）
　〃 早田　豊一 　〃　　（熊本県退職教職員等連絡協議会会長）
　〃 中松　健児 　〃　　（前熊本市議会議員）
監　事 吉永賢一郎 全体区分（公認会計士）
　〃 須藤　哲郎 地域区分（住吉中学校）
　〃 横田　方正 　〃　　（合志中学校）
　〃 石原　哲也 　〃　　（熊本支援学校）
　〃 名島　弘和 　〃　　（小中学校退職者）
　〃 嶋田　久義 　〃　　（県立学校退職予定者）

最
初
の
評
議
員
の
選
任
（
案
）

役
員
の
選
任
（
案
）

（１）目 的 育児休業中の教職員が現場復帰する際に 子ども

～育児休業者現場復帰支援～

①落　語（柳家さん喬 師匠）
②落　語（柳家喬之助 師匠）
③太神楽（鏡味仙三 さん）　
④三味線（太田その さん）

学校寄席2
●日時 １１月２７日(火) １４：00～15：30

●会場 上天草市立阿村小学校（約２００名）

学校寄席3
●日時 １１月２８日(水) １０：00～11：00

●会場 熊本県立盲学校（約１５０名）

学校寄席4
●日時 １１月２８日(水) １３：45～15：15

●会場 熊本県立松橋支援学校（約１００名）

 役　職 氏　名 所　　　属

～第４回「柳家さん喬」寄席～

　本年度より理事長
に就任いたしました今
村良博と申します。皆
様には日頃より、熊本
県の子どもたちのため
にご尽力をいただいておりますことに敬意
を表します。また、当財団法人熊本県教育
会館へのご理解とご協力をいただいており
ますことに深く感謝申し上げます。
　本会館は、熊本県教育の振興発展に
寄与することを目的に事業を推進していま
す。新公益法人制度改革の課題につきま
しては、移行検討委員会の報告を受けた
あとの評議員会と理事会で、今年度中に
申請を行い、来年４月から一般財団法人
熊本県教育会館への移行を進めていくこ
とを承認していただきました。しかし一般財
団法人となりましても、当会館の設立の趣
旨は変わりません。今後もますます、教職員
の教養向上や福祉増進に貢献するように
努めて参ります。県内小中高への図書寄
贈や会館寄席、レモングラス（教職員のた
めの電話相談室）、チャイルドライン（こども
のための電話相談活動を行うＮＰＯ法
人）、県かるた協会や県将棋連盟への協
賛など、子どもたちへの支援も引き続き
行って参りたいと考えています。また新たな
る教育文化事業にも力を注いでいきたい
と考えています。
　最後になりましたが、今後とも熊本県教
育会館へのご指導・ご鞭撻をいただきます
ようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただ
きます。

カムバックセミナー

http://www.kumamoto-kyouiku-kaikan.jp/ kyouikukaikan@soleil.ocn.ne.jp熊本教育会館ホームページ



熊本教育会館ホームページ http://www.kumamoto-kyouiku-kaikan.jp/ kyouikukaikan@soleil.ocn.ne.jp

４月期

Ｈ
23
年
度
事
業
報
告

Ⅰ 
会
館
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会
館
建
設
基
金（
出

資
金
）に
つい
て
は
、出
資
依
頼
を
中
止
し
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、新
た
な
出
資
者
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

出
資
金
の
返
済
は
、退
職
に
よ
る
返
済
が
３

４
９
人
、３
，６
６
０
，０
０
０
円
で
し
た
。こ
の
結

果
出
資
金
の
残
額
は
１
０
４
，２
６
１
，０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、退
職
者
等
で
返
済
が
済
ん
で
い
な
い

方
に
対
し
て
の
返
済
の
取
り
組
み
を
行
って
い
ま

す
。ま
た
、コ
ー
プ
熊
本
学
校
生
活
協
同
組
合

等
の
構
成
員
で
出
資
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
に

対
し
て
も
返
済
の
手
続
き
を
行
って
い
ま
す
。

⑵
収
入
の
大
半
を
し
め
る
地
代
家
賃
は
、１
０
０
％

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
貸
料
は
、前
年
と
比
べ
約
２８
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。前
年
は
１１
月
末
か
ら
２
月
初
め

ま
で
、外
壁
の
全
面
改
修
工
事
の
た
め
会
議
室

の
貸
出
を
停
止
し
た
た
め
で
す
。出
資
者
の
利

用
は
前
年
に
比
べ
３０
％
の
増
、一般
の
利
用
は
２７

％
の
増
と
なって
い
ま
す
。

⑷
会
館
共
済
事
業
の
集
金
手
数
料
は
約
３
，０
０

０
万
円
と
安
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
教
育
会
館

の
特
別
給
付
金
は
、申
請
期
間
を
３
年
間
に
延

長
し
ま
し
た
が
年
間
給
付
額
が
１
，４
０
０
万

円
前
後
で
安
定
し
て
い
ま
す
。

⑸
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
は
、平
成
２３
年
度
は
事

務
運
営
費
と
し
て
３
５
０
万
円
を
繰
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、平
成
２４
年
６
月

（
団
体
口
）ま
で
に
終
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、会
計
の
整
理
残
を
繰
り
入
れ
た
後
は
、こ
の

事
業
か
ら
の
繰
入
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
　

制
度
の
終
了
に
向
け
て
、加
入
者
への
お
知
ら

せ
と
解
約
の
手
続
き
を
進
め
ま
し
た
。秋
か
ら

冬
に
か
け
て
最
後
の
お
知
ら
せ
と
訪
問
を
行
い
、

３
月
末
で
個
人
口
の
制
度
を
終
了
し
ま
し
た
。

⑹
会
館
経
営
の
安
定
化
の
た
め
の
各
種
引
当
は
、

継
続
的
に
引
当
額
を
高
め
て
き
ま
し
た
。そ
の

中
で
、退
職
給
与
引
当
額
は
３
月
末
の
退
職
給

与
債
務
実
額
に
し
ま
し
た
。

⑺
会
計
全
般
に
つい
て
は
、１
９
８
９
年
度
よ
り
ユ
ー

ス
会
計
社（
吉
永
公
認
会
計
士
事
務
所
）と
契

約
し
て
適
正
な
処
理
と
円
滑
な
執
行
に
努
め
て

い
ま
す
。法
人
移
行
の
準
備
と
し
て
区
分
経
理

を
行
い
、「
公
益
目
的
支
出
計
画
」を
作
成
し
ま

し
た
。ま
た
会
員
管
理
や
収
納
の
方
法
の
合
理

化
に
つい
て
、コ
ー
プ
熊
本
と
県
教
職
員
組
合
と

３
者
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備
は
、２
名
の
職
員
が

交
替
制
で
勤
務
し
、会
館
を
常
時
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。会
館
閉
鎖
は
１２
月
２９

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
６
日
間
で
し
た
。

平成２4年度図書寄贈予定校教育
会館

12月期 1月期 2月期油彩画展 山口洋氏 彫刻展 平江佳幸氏
現代秀作版画展
片岡球子氏・靉嘔氏

3月期 5月期油彩画展 原由紀子氏

油
彩
画
展福
島
露
子
氏

油彩画展坂口節夫氏

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備・備
品
の
保
守
に
つ
い
て

は
、各
関
係
機
関・専
門
業
者
と
保
守
契
約
を

行
って
い
ま
す
。

⑶
火
災
の
未
然
防
止
と
万
一の
災
害
に
備
え
る
た

め
、年
２
回
の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し
て

防
火
管
理
組
織･

自
衛
消
防
組
織
を
編
成
す

る
と
と
も
に
、災
害
発
生
時
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
　

第
１
回
目
は
４
月
２１
日
に
地
震
発
生
に
よ

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
故
障
時
の
対
応
訓
練
、第
２
回

目
は
１１
月
２４
日
に
駐
車
場
で
の
火
災
発
生
時

の「
移
動
式
粉
末
消
火
設
備
」の
使
用
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
専
門
業
者（
ユ
ー
ジ
ー
防
災
設
備
）に
よ

る
消
防
設
備
の
点
検
を
９
月
１６
日
と
３
月
２

日
の
年
２
回
行
い
ま
し
た
。

⑷
建
物
の
保
守
工
事
と
し
て
、前
年
度
の
外
壁
の

全
面
補
修
工
事
に
引
き
続
き
１
階
ト
イ
レ
下

ピ
ッ
ト
の
漏
水
工
事
や
、気
中
開
閉
器
の
交
換

等
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
エ
ア
コ
ン
の
不
調
が
各
階
で
発
生
し
て
い
ま

す
。法
人
移
行
後「
大
規
模
改
修
検
討
委
員

会
」を
再
開
し
、環
境
対
策
等
を
含
め
た
広
範

な
改
修
に
つい
て
の
検
討
が
必
要
で
す
。

⑸「
教
育
会
館
ニュ
ー
ス
」を
２
回（
７
月
、１２
月
）

発
行
し
、会
館
の
事
業
等
の
広
報
に
努
め
ま
し

た
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
し
た
。

Ⅲ　

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
Ⅰ
型『
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
』

『
医
療
プ
ラ
ン
』『
介
護
プ
ラ
ン
』

発
足
２７
年
目
を
迎
え
た
こ
の
制
度
は
、新
規
加

入
者
が
３
４
２
名
で
加
入
者
総
数
が
１
２
，３

８
６
名
と
な
り
ま
し
た
が
前
年
よ
り
２
６
４
名

の
減
で
し
た
。『
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
』に

付
加
す
る『
医
療
プ
ラ
ン
』は
、加
入
者
総
数
は

約
５
，８
３
８
名
で
前
年
よ
り
５１
名
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

前
年
か
ら
導
入
し
た『
介
護
プ
ラ
ン
』は
、初

年
度
で
１
，６
８
４
名（
本
人
１
，３
６
０
名
、配

偶
者
３
２
４
名
）の
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族
生
活
給
付
金

に
つい
て
は
、平
成
22
共
済
年
度（
平
成
22
年
９

月
１
日
〜
平
成
23
年
８
月
31
日
）は
、死
亡
12

人（
前
年
度
13
人
）で
給
付
総
額
は
１
億
６
０

０
０
万
円（
同
１
億
９
３
０
０
万
円
）で
し
た
。

ま
た
、医
療
プ
ラ
ン
の
給
付
は
１
９
３
件（
同
１

９
０
件
）で
給
付
総
額
は
１
，６
１
５
万
円（
同

１
，４
５
９
万
円
）で
し
た
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型『
貯
蓄
型
生
涯
保
障
共
済
』

　

新
規
加
入
者
は
15
名
で
、加
入
者
総
数
は
９
４

７
名（
前
年
度
１
，０
１
３
名
）に
な
り
ま
し
た
。

⑶
傷
害
プ
ラ
ン

　

第
２２
次
よ
り
導
入
し
た『
傷
害
プ
ラ
ン
』の
新

規
加
入
者
は
２
名
で
、加
入
者
総
数
は
１
３
４

名（
前
年
度
１
４
２
名
）で
し
た
。

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
申
請
に
対
し
て
は
、

給
付
の
適
正・迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、給
付

審
査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催
し
、半
月
毎

に
審
査・給
付
の
体
制
を
と
って
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の
あ
り
方
等
の
検

討
を
行
う
た
め
制
度
検
討
委
員
会
を
６
回
開

催
し
ま
し
た
。太
陽
生
命
の
給
付
要
件
の
変
更

に
伴
い
、教
育
会
館
の
特
別
給
付
の
給
付
要
件

の
変
更
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ⅳ　

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
図
書
寄
贈

　

教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記
念
し
て
始
め

た
図
書
券
の
寄
贈
を
継
続
し
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
20
年
間
で
県
内
の
べ
４
９
９
校
に
寄
贈
し

ま
し
た
。今
年
度
も
県
内
の
寄
贈
校
31
校
全

て
を
訪
問
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の

寄
贈
総
額
は
２
，６
８
０
万
円
で
す
。

　

ま
た
、３
・
１１
東
日
本
大
震
災
の
被
災
校
へ

の
特
別
支
援
事
業
と
し
て
、岩
手・宮
城・福
島

３
県
に
各
１
０
０
万
円
の
図
書
カ
ー
ド
の
寄
贈

を
行
い
ま
し
た
。

⑵
教
育
会
館
寄
席

　
　
『
会
館
共
済
第
25
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
』と

し
て
行
っ
た
教
育
会
館
寄
席
は
、学
校
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
是
非
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声

か
ら
、教
育
会
館・学
校
寄
席
を
開
催
し
て
２

年
目
に
な
り
ま
し
た
。「
会
館
ニュ
ー
ス
」や「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」に
て
公
募
し
、12
月
１
日（
木
）に

南
関
町
立
南
関
第
二
小
学
校
で
、２
日（
金
）に

上
天
草
市
立
上
北
小
学
校
で
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
翌
３
日（
土
）に
は
熊
本
市
国
際
交
流

会
館
で
教
職
員
対
象
の
寄
席
を
開
催
し
ま
し

た
。

⑶
小
倉
百
人
一首
か
る
た
大
会

　

２
月
26
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
熊
本
県
か

る
た
協
会
主
催
の「
第
24
回
熊
本
県
小
中
学

校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大
会
」を
後

援
し
ま
し
た
。今
年
も
県
下
各
地
か
ら
多
数

の
参
加
が
あ
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

か
る
た
競
技
の
普
及
を
支
援
す
る
た
め
、か

る
た
協
会
が
行
っ
て
い
る
月
１
回
の
練
習
会
に

対
し
て
、教
育
会
館
は
会
場
を
無
料
提
供
し
て

い
ま
す
。

⑷
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば

　

会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記
念
し
て
、平

成
18
年
８
月
よ
り『
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ

ば
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。熊
本
の
教
育
に
関

係
深
い
方
の
作
品
を
、教
育
会
館
玄
関
ホ
ー
ル

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

⑸
そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
と
し
て
、メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス『
こ
こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』を
８
月
５
日

（
金
）に
教
育
会
館
で
、育
児
休
業
者
現
場
復

帰
支
援『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』を
12
月
８
日

（
木
）に
水
前
寺
共
済
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
電
話
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

イ
ン
く
ま
も
と
』を
支
援
す
る
と
と
も
に
、教

職
員
向
け
の
電
話
相
談
室『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』を

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

〈
基
本
方
針
〉　

１　

健
全
な
会
館
財
政
の
維
持
と
、
安
定

し
た
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

２　

福
祉
共
済
事
業
の
教
育
宣
伝
活
動
に

務
め
、
加
入
者
の
拡
大
と
制
度
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

３　

新
公
益
法
人
制
度
移
行
の
認
可
申
請

を
行
い
、
新
法
人
の
運
営
準
備
を
進

め
ま
す
。

Ⅰ 

会
館
の
財
政
・
管
理
運
営
に
つ
い
て

⑴
公
益
事
業（
実
施
事
業
）会
計
と
収
益
事

業（
そ
の
他
事
業
）会
計
の
区
分
経
理
を
進

め
、事
業
収
入
と
管
理
経
費
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。法
人
移
行
に
当
た
っ
て
、教
育

文
化
事
業（
実
施
事
業
）の
計
画
的
実
施

に
は
充
分
留
意
し
ま
す
。

⑵
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、

法
令
お
よ
び
そ
の
他
の
規
範
に
基
づ

き
、
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
い
ま

す
。
会
館
が
管
理
す
る
会
館
関
係
者
と

そ
の
管
理
情
報
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

必
要
最
小
限
に
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種

問
い
合
わ
せ
等
に
対
し
て
は
、
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
り
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
」
体
制
を
目
指
し
、
教
職
員

を
日
常
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

⑶
新
公
益
法
人
制
度
移
行
の
た
め
の
認
可

申
請
を
行
い
、
次
年
度
か
ら
新
法
人
で

の
運
営
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
ま
す
。
「
移
行
検
討
委
員
会
」
の

設
置
は
継
続
し
、
申
請
に
伴
う
課
題
の

発
生
に
機
敏
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

⑷
会
館
の
安
全
管
理
の
た
め
、
関
係
機
関

と
連
絡
を
密
に
行
い
保
守
体
制
を
維
持

し
ま
す
。

　

会
館
の
今
後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、

法
人
移
行
後
の
事
業
と
の
関
連
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。改
修
資
金
に
つい
て

は
、積
み
立
て
を
進
め
ま
す
。

⑸
「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
、

会
館
設
立
の
目
的
や
現
状
を
全
教
職
員

に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
相

互
扶
助
と
し
て
の
共
済
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
て
、
情
報
の
開
示
と
発

信
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ 

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
Ⅰ
型「
遺
族
生
活
給
付
金
共

済
」、Ⅱ
型「
貯
蓄
型
生
涯
保
障
共
済
」と

あ
わ
せ
、Ⅰ
型「
医
療
プ
ラ
ン
」「
傷
害
プ
ラ

ン
」の
加
入
を
す
す
め
制
度
の
安
定
を
め
ざ

し
ま
す
。ま
た
平
成
２３
年
９
月
１
日（
第
２７

次
共
済
年
度
）か
ら
導
入
し
た「
介
護
保

障
」の
お
知
ら
せ
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
２４
年
度
か
ら
適
用
の「
所
得

税・住
民
税
の
生
命
保
険
料
控
除
税
制
改

正
」に
よ
り
変
わ
っ
た
控
除
申
請
手
続
き
の

お
知
ら
せ
を
丁
寧
に
行
い
ま
す
。（
９
月
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
）

　
　

小
中
学
校
に
は
、「
医
療
プ
ラ
ン
」の
子
ど

も
契
約
満
期
終
了
に
あ
わ
せ
、「
け
ん
こ
う

レ
ス
キ
ュ
ー
」（
個
人
保
険
）を
紹
介
し
保
障

の
継
続
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。ま
た
子
ど

も
保
険「
わ
く
わ
く
ポ
ッ
ケ
」や
資
産
の
有

効
活
用
に
対
応
で
き
る「
会
館
マ
イ
年
金
」

を
ご
案
内
し
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
し
て
の
対

応
を
進
め
ま
す
。

⑵
Ⅰ
型
に
つ
け
た「
入
院
見
舞
金
」「
休
職
見

舞
金
」「
出
産
祝
金
」「
退
職
祝
金
」「
満
期

祝（
図
書
券
）」の
特
別
給
付
制
度
を
継
続

し
ま
す
。ま
た
医
療
プ
ラ
ン
の
１
〜
４
日
の

「
初
期
入
院
」特
別
給
付
を
継
続
し
、１
泊

２
日
か
ら
保
障
し
ま
す
。申
請
期
間
は
事

由
発
生
か
ら
３
年
間
と
し
ま
す
。

　

特
別
給
付
の
申
請
に
対
し
て
は
、「
給
付
審

査
委
員
会
」を
月
２
回
開
催
し
、給
付
の
適

正
と
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、給
付
の
申
請
忘
れ
が
な
い
よ
う
会
館

ニュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、諸
会
議
等
を
利
用
し

注
意
喚
起
に
努
め
ま
す
。

⑶「
退
職
者
福
祉
年
金
」事
業
は
、６
月
末
団

体
口
の
終
了
を
も
っ
て「
互
助
年
金
」制
度

の
廃
止
と
し
ま
す
。

Ⅲ 

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
図
書
寄
贈
を
継
続
し
ま
す
。
寄
贈
校
の

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
検
討
委
員
会
を

開
催
し
決
定
し
ま
す
。

⑵
熊
本
県
下
の
児
童・生
徒
の
た
め
の『
会
館

寄
席（
学
校
寄
席
）』を
11
月
26
日（
月
）に

熊
本
市
立
千
原
台
高
等
学
校
、27
日（
火
）

に
上
天
草
市
立
阿
村
小
学
校
、28
日（
水
）

に
熊
本
県
立
盲
学
校
、松
橋
支
援
学
校
の

計
４
校
で
開
催
し
ま
す
。

⑶
県
か
る
た
協
会
の
活
動
に
協
賛
し
、
児

童
・
生
徒
の
た
め
の
「
小
倉
百
人
一
首

か
る
た
大
会
」
を
２
月
に
開
催
し
ま

す
。
ま
た
月
１
回
の
練
習
会
に
会
場
を

提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
日
本
将
棋
連
盟
熊
本
支
部
連
合

会
の
小
中
学
生
向
け
の
活
動
に
対
し

て
、
教
育
会
館
と
し
て
協
賛
し
ま
す
。

⑷
県
下
の
教
職
員
の
た
め
、
「
こ
こ
ろ
ゆ

っ
た
り
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜
た
ま

に
は
自
分
に
ご
ほ
う
び
を
〜
」
を
８
月

３
日
（
金
）
に
教
育
会
館
で
、
「
カ
ム

バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
〜
育
児
休
業
者
現
場

復
帰
支
援
〜
」
を
11
月
20
日
（
火
）
に

火
の
国
ハ
イ
ツ
で
開
催
し
ま
す
。

⑸
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
く
ま
も

と
」の
子
ど
も
電
話
相
談
活
動
を
支
援
し

ま
す
。ま
た
、教
職
員
の
電
話
相
談
室「
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
」を
継
続
し
ま
す
。

⑹
教
育
会
館
ロ
ビ
ー
を
活
用
し
た
「
ア
ー

ト
の
ひ
ろ
ば
」
を
継
続
し
ま
す
。

Ｈ
24
年
度
事
業
計
画

平成２４（２０12）年7月6日 第7５号　（2）

荒尾玉名 府本小、荒尾清里小、南関第三小、滑石小
鹿　　本 岳間小
菊　　池 西合志東小
阿　　蘇 産山小、久木野中
熊　　本 川口小、田底小
上 益 城 木倉小、乙女小
宇　　城 三角中
八　　代 氷川中
人吉球磨 一勝地小、山江中、湯前中、相良中
水俣芦北 葛渡小、湯浦中
天　　草 魚貫小、栖本小、久玉小、河浦中、今津中

地 　区 寄贈予定校

＊小中学校の寄贈予定校です。県立学校は現在募集中です。
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